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1.はじめに 後に死亡が多 く確認され,2

クロマグロTh so

高の遊泳能力を有すると考えられているH.クロ 殖事業を展開していくためにはクロマグロの死亡

マグロは魚類中最も大型に成長し,高速遊泳魚で を防く､,対策を考えることはもちろんであるが,環

あることから生車内で養殖することが困難である 境変化に対する生筆内の行動やストレスを把握す
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直撃した台風により,近畿大学水産研究所では大

kllisは魚頬の中でも最 きな被害を被った｡今後,安定したクロマグロ襲

wa

*

と考えられてきたが,2

界で初めてクロマグロの完全糞穂に成功すること の遊泳行動を取得する方法として非常に便利な手

ができたIll｡しかしながら,成魚に養殖するまで 法である….本研究では,バイオテレメトリーに

に生賛網への衝突や生筆内の急激な環境変化によ よりクロマグロの遊泳行動を把握することを目的

る死亡が多く確認され,成魚になるまでの生存率 とした ｡

は未だに低い状態である2'.特に,台風等の天災

ることが重要である｡バイオテレメトリーは魚類
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2.材料および方法

バイオテレメトリー手法として,加速度ロガ-お
lは,定常に尾鰭を振動させる巡航遊泳と

結果および考察 

高速に尾感を振動させる突進遊泳を行った 

Tuna

2.

(Fig. 
よび超音波テレメトリーを使用した｡詳細な遊泳

M1 -09(行動を測定するために加速度ロガー
18.Hzであ)o巡航遊泳時における尾鰭振動数は1

D2GT LieLmn daroltt, 社)を使用し,実験は和歌

山県串本町大島に位濫する近畿大学水産研究所大
ったのに対し,突進遊泳時における尾鰭振動数は 

&o であった Fi

遊泳時における推定遊泳速度は,それぞれ 

(zH 1g. )｡巡航遊泳時および突進
島実験場の沓植生賛 (直径3 ,水深1m)で行60m

った｡加速度ロガーは遊泳水深を1秒毎,2軸の加
)1g.(/SBL および BL であった Fi .測定期52.

間中,T は生車内で常に鉛直的に遊泳する行

/S11.
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うに設定し,完全並殖クロマグロ1尾の腹腔内に外

動を示 し,さらに,尾鰭を振動させずに潜行 

/3)を1i iswayngsurgng,(速度 2秒毎に測定するよ

科的手術により挿入した ｡加速度ロガー)1由Tba(
)し,再び尾鰭を振動させながら水面に向deilg(
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2).ヒラメにおいても,潜行時に 
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分から尾鰭振動数を算出し,さらにWa

を用いて尾鰭振動数から遊泳速度を推定した｡ 
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長期間の遊泳行動を測定するために超音波テレ

メトリーを使用し,実験は鹿児島県奄美大島に位

慌する近畿大学水産研究所奄美実験場の養殖生繁 
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個体別の遊泳水深および受信時刻を記録する｡ 
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LA':約

生m l人Iにおける薫 9flllクロマグロの遊泳行動を把

捉するためにバ イオテレメトリーにより調査し

た｡巡航遊泳岬における尾鰭の振動数は1.8Hzで

あったa)に対し,'k進遊肘時にわける尾鰭の振助

数は8.0Hzであった.巡航遊泳時および突進遊泳

時における推定遊泳速度は ,それぞれ11および 

52BL/Sであった｡クロマグロは庵鰭射振動させ

ずに桝 ff(glide)し,rlTび尾鰭を振動させながら

水djに向かうglideのldswimming遊泳を'Tiした｡

クロマグロは缶帆通適時に遊泳水深分布が叶旧 に 

lii･11'-かる4J'''･粥的な遊泳行動を示した｡人 un王の七秒

と雨水,床網の 吹かれが原旧で遊泳水深の分布が

中J剛､l近にLliL･J'し,死亡したと抑糾される｡


